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i 第 7 章では Al-Cu 悶溶体合金双結晶を単純勇断変形した場合の粒界とりについて述べ，粒界
とりに対する固溶量の影響，固溶限に近い温度(濃度)では変形中に析出を生じ，粒界移動を完
金に抑制することなどを明らかにした。
















制効果を増さないこと，さらに粒界とりに対する国溶元素 (Cu， Zn, Ag, Mg) の影響として溶質
原子の半径が大きい程粒界とりに対する抑制効果が大きい傾向があることを見いだしている。
以上の研究成果は，金属および合金の塑性加工においてきわめて重要な要素である粒界の挙動
を理解するための多くの有益な知見を与えるものであり，治金学上貢献するところが大きい。
したがって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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